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緑ケ丘地域年齢別分布（2010.03.31現在）
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は じ め に

近年、地方分権の流れや市町村合併を契機として、自分たちの地域は自ら治めていこうという「補完性の原則」 

の考え方や「住民自治」の実現が重要視されるなか、平成１６年１１月１日に合併した伊賀市に、同年１２月に憲法 

ともいえる「伊賀市自治基本条例」が制定施行されました。 

その中で「住民自治」とは、共同体意識の形成が可能な一定の地域において、市民が地域を取り巻く様々な課 

題に取り組み、市民が主役となったまちづくりを行う活動をいい、その活動母体が住民自治協議会と定められてい 

ます。当地区においても平成１７年５月１４日に東部地域住民自治協議会が発足しました。こに住民自治協議会は、 

自ら取り組む活動方針や内容を定めた地域まちづくり計画を策定し、市長に届出することが義務づけられています。

そこで、当協議会では「東部地域まちづくり計画」の策定を目指し、昨年各部会の事業等を並行して協議を重ね 

てまいりました。この計画は役員会、運営委員会、総会での協議を経て決定致しました。 

このまちづくり計画は伊賀市の総合計画に反映していただくとともに、当面この計画に基づき事業を推進し、東部 

地域の総合的な発展・振興と住民の安全で安心な生活をめざし取り組んでいきたいと考えています。皆様方のご

理解とご支援をお願い致します。

－１－



基本方針 安心安全で快適なまちづくり

東部地域の概要

東部地域は、南は名阪国道より北側、北は国道１６３号線球場前までの地域を有し、市街地の約２分の１を占める。

東部地域の世帯数は約４，７００世帯、人口１２，７００人が住む市内では最大の協議会である。協議会は大きく３地域に分け 

られる。戦後開けた緑ケ丘５町（６自治会）、旧市街地７町、白鳳通りを中心とした北平野・城北の３地域である。 

北平野・城北地域は都市開発で近年急に開け、住宅地とともに商店街が形成され、量販店・外食産業が進出、６５歳以上

８．２％と若者の多い町である。緑ケ丘地域は文教地区であるとともに住宅地、商工業事業所等が混在している。ゆめが丘地区 

の発展にその勢いを分散されつつある。高齢化率２１．３％。旧市街地は若者が流出、商店経営者の高齢化等により、かっての

にぎわいはいまいずこの状況にある。高齢化は３地域の中で最も高く３１．６％である。

外国人の流入は毎年増加の傾向にありその数は１，２８５人、その率は１０％になる。 

中学校区、小学校区は複雑にわかれている。少子化傾向が顕著で１４歳以下の子どもの割合は１５．４％である。 

消防団は２分団となっているが、なり手がいなく高齢化の状態にある。 

狭小な道路が多い。特に市街地を南北に貫く幹線が未整備のため朝夕の通勤通学時交通渋滞が発生している。

（数字は 2010.03.31現在、 市役所統計）
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部会別まちづくり計画

１．総務広報部会

テーマー；まちづくりのための基礎的な情報収集と事務局態勢の確立

広報「上野東部だより」を発行し情報発信の基地となるよう務める。

施策一覧

－３－

地域（ 住民） 協　　働 行　　政 短期 中期 長期

○ 継続 継続地区要望書

○ 継続 継続事務局態勢の確立 講座
コミュニティー
センター建築

○ 継続 継続
自治協議会に関する
資料収集

先進地視察

○
○
○

継続
継続
継続

継続
継続
継続

事　業　名
事　業　内　容・ 実　施　主　体 実　施　時　期

備　考

広報事業
広報誌の発行
ホームページの作成
映像保存



２．健康福祉部会

テーマー；地域の人達と一緒にからだを動かし、人とふれあうことが楽しいと感じる人の増加
それぞれの立場で参加できる健康づくり
老人世帯の増加、特に独居老人に対するイキイキ暮らしの取り組み、高齢化への対処

施策一覧

－４－

地域（ 住民） 協　　働 行　　政 短期 中期 長期

○ 継続 継続研修視察 先進地視察

○ 継続 継続
子育て支援
・ 親と子のふれあい

子どもを生み育てやすい環境
づくりを進め、若年者世代の
子育て支援の充実

○ 継続 継続

健康・ 福祉
１．体力測定
２．健康ウオーキング
３．健康料理教室

食生活の改善や年齢や体力に
応じた運動をする習慣をつけ
る

健康の駅長会

○ 継続 継続

事　業　名
事　業　内　容・ 実　施　主　体 実　施　時　期

備　考

高齢者支援
・ 転倒予防教室
（ 音楽療法）

「 みんなで一緒に歌おう会」
誰でも知ってる昔懐かしい歌
を聴く、歌う
歌いながら手遊びに親しむ

ひとときを・・・

民生委員



３．環境保全部会

テーマー；市街地の環境美化、特にポー捨て・不法投棄・家庭排水

施策一覧

－５－

地域（ 住民） 協　　働 行　　政 短期 中期 長期
事　業　名

事　業　内　容・ 実　施　主　体 実　施　時　期
備　考

環境保全事業 クリーンウオーク 環境諸団体との連携公共下水道の整備 ○ 継続 継続

啓発事業
ウオークラリー
広報紙の発行

○ 継続 継続

○ 継続 継続環境学習会 講座

研修視察 先進地視察 ○ 継続 継続



４．教育文化スポーツ部会

テーマー；教育・文化活動の推進、資料収集保存

施策一覧

－６－

地域（ 住民） 協　　働 行　　政 短期 中期 長期

○ 継続 継続文化事業 講演会

事　業　名
事　業　内　容・ 実　施　主　体 実　施　時　期

備　考

体力づくり ウオークラリー ○ 継続 継続

東部スポーツクラブ スポーツ大会 ○ 継続 継続

生涯学習の支援 サークルの活性化 ○ 継続 継続

継続 継続研修視察 先進地視察 ○



５．防災防犯交通安全部会

テーマー；防災、犯罪の抑止、交通事故をなくす

施策一覧

－７－

地域（ 住民） 協　　働 行　　政 短期 中期 長期

継続 継続研修視察 先進地視察 ○

○ 継続 継続防災訓練
防災訓練
防災マップの作成

企業
自治会

○ 継続 継続防犯パトロール
自主的、自発的パトロール
児童生徒通学安全対策
防犯マップ作成

警察署
自治会
PTA

○ 継続 継続
青色回転灯装着車の
活用

運転手講習
地域内パトロール

事　業　名
事　業　内　容・ 実　施　主　体 実　施　時　期

備　考

○ 継続 継続救命救急 救命講習会の実施
消防署
消防団



６．人権啓発部会

テーマー；一人一人の人権が尊重され、心のふれあうまちづくり

施策一覧

－８－

地域（ 住民） 協　　働 行　　政 短期 中期 長期

継続 継続研修視察 先進地視察 ○

○ 継続 継続・ 人権啓発ミニ集会の実施

人権啓発事業

・ 人権啓発草の根講演会の実施

・ 人権啓発草の根運動の推進 啓発の指導

○ 継続 継続

事　業　内　容・ 実　施　主　体 実　施　時　期
備　考

○ 継続 継続

○ 継続 継続・ 人権啓発パンフの作成

事　業　名



７．産業振興まちづくり部会

テーマー；商店街の活性化、生産者と消費者との提携

施策一覧

－９－

地域（ 住民） 協　　働 行　　政 短期 中期 長期

○ 継続 継続研修視察 先進地視察

○ 継続道路整備 道路の拡幅整備

○ 継続商店街の活性化 商店街の振興
地元商店街と活性化
の検討

○ 継続 継続

事　業　名
事　業　内　容・ 実　施　主　体 実　施　時　期

備　考

青空市場の開設 新鮮市の開催
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